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ラウ ン ドテーブル 唄 者 が 語 る シ マ ウ タ の 過 去 ・現 在 ・未 来

唄 者:坪 山 豊

川 本 栄 昇

泉 茂 光

川 畑 さお り

司 会:梁 川 英 俊

梁川:そ れでは第二部 を始 めたい と思 います。第二部 は 「唄者が語 るシマ ウタの過去 ・

現在 ・未来」 と題 して,唄 者 の方 にご自分 の活動や経験 を語 ってい ただ きなが ら,シ マ

ウ タの来 し方行 く末 につ いて考 えてみよ うとい う企画です。

出席者 は,ま ず奄美大 島か ら坪 山豊 さん,そ れか ら鹿児 島在住の唄者 としてお三方,

まず徳之 島出身の川本栄昇 さん,喜 界 島出身の泉茂光 さん,同 じく喜界 島出身の川畑 さ

お りさんです。 まずお一人ずつ15分 か ら20分 くらいお話 しいただ き,そ の後で30分 ほ ど

フロアの方 々 とご一緒 に質 問や討論 の時 間を設 けたい と思 ってお ります。

それでは,時 間 も限 られています ので,早 速坪 山さんか らお話 しいただければ と思い

ます。坪 山 さん と言 えば,シ マウ タの代名詞 の ような方 ですので,た ぶ ん とて も興味深

いお話 を聴 かせ ていただけるのではないか と思 います。 それで は,よ ろ しくお願い しま

す。

坪 山:は い。話 も下手 です けれ ども,そ れはあっち置 いて聞い て ください。奄美 シマ ウ

タの,今 日,「 しまうたの未 来」 とい うこ とですね。未来 とい うこ とは,現 在 があ って

過去が ある。 そ うい うこ とで,私 はシマウタが いつ 頃 うたわれ始め たのか,こ れ はほ と

ん どはっ き りしない と思 います。私 は,小 さい 頃に,い ろんな悔やみ とか行事 を見 て き

ま した。 その ときに,悔 や み,昔 の人が 「シマ ウ タや悔やみ ウタ よ」 と方言で,こ うい

うこ とを しょっち ゅう言 ってお りま した。 そこで,悔 や み,悔 やみ ウタ とは何 だろう と

思 った ときに,小 さい ときか ら悔や みの場 でです ね,本 当に身 内をは じめ,私 は宇検村

ですが,宇 検村各地 か ら集 まった親戚,身 内が大声 で泣 き叫ぶ と,そ の ときに,そ の土

地 の訛り とい うかイ ン トネーシ ョンとい うか,本 当にいろいろなんです。そ れが一緒 に

泣 くと,本 当にシマウ タの ように聞こえた,そ うい うこ とです ね。 それでや っぱ り,民

謡,シ マ ウ タは,悔 や みか らだなあ とい うの も考 え ます し,そ れか ら,ど う して も人

間って働 くと掛 け声が 自然 と出て きます。実 は私 も船大工 なんで,船 大工 しなが ら何 気

な く夢 中になる とシマウ タが 出て くる。 そ うい うふ うに して昔 のい ろんな作業の掛 け声

か ら,シ マウ タが生 まれたん じゃないかな とも思 われる。 これ はいつ だ とい うこ とはわ

か りませ ん。 そ こで私,シ マウタを うたいます とです ね,よ くお年寄 りの方が 「あ んた

は本 当のウ タをうたわない といけないよ」 と,こ うい う言葉 を何度 も聞 きま した。 とこ

ろが本 当の ウ タは どの ウタだろ うと,私,逆 に質 問 した ことが あ ります。「じゃあ,本

当のウ タを うたって くだ さい」 と,「 聞か して ください」 とい うふ うに言 った ところが,

その相手 のほ うも,ウ タを知 らな くてです ね,そ うい うもんですか ら,シ マ ウタってい

うのは本 当に 自由に,そ の人 その人が 自由にウタを うた うってい うのが,シ マ ウタだ と

思 い ます。
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そ こで奄美 シマウ タを大 きく分 けます と,カ サ ン唄 とヒギャ唄 と,こ れは奄美本 島内

なんです。 で,徳 之 島,沖 永 良部 となる と違い ます けれ ども,北 大 島をカサ ン,南 大 島

を ヒギ ャと申 しますが,や っぱ り,ヒ ギ ャ唄 とカサ ン唄 の違 いはた くさんあ ります。で,

私が シマウ タを始 めた頃は本 当にはっ きりしていま した。 これ はカサ ン唄 だ,こ れ はヒ

ギ ャ唄 だ とい う。 ヒギ ャとい うのは奄美 を半分 に分 けた南 の方です。 はい,そ うい うこ

とです。 そ して最近 はです ね,な かなかそれが 区別がつ かない ウタ も多 々あ ります よ。

や っぱ りそ うい うふ うにいろんな交通 の便 とか,そ うい うのが便利 になって きてですね,

会話す る,北 と南が会話す る機会 も多 くなった。 これ も影響 だ と思 います。 そ して北大

島のカサ ン節 とい うのは,や っぱ り環境 に左右 される と思 いますが,延 々 とうたわれ て

いる。 その反面,ヒ ギ ャ唄,南 大 島 となる と山あ り谷 あ り海 あ りでです ね,本 当 に曲が

りくねった点が ある と,抑 揚が多 い と,そ うい う点 は違 います。そ れ も最近 は少 しずつ

似 て,近 づ いて きま した。 そ うい うこ とで これが過去 のウタだか らです ね,現 在の ウタ

に移 った時点,私 はこ う思 い ます。 昭和30年 頃 に瀬戸 内町の出身で武下和平 とい う,百

年 に一人 とい う名人が い ました。 このウタが凄 くいいウタなんで,誰 にで も受 ける,そ

うい うウ タなんで全部が このウタを うた う,練 習 しようとい うふ うな気運が始 まったん

です。 そ して南大 島の人たちすべ てが,武 下和平 のウ タだろ うと思 われ ます。そ うい う

ことで武下節が うたい始 めた頃に,い ろんなウタのア レンジ,古 い シマ ウタが相当 ア レ

ンジ した,そ うい うこ とは大衆受 け しだ した とい うこ とです ね。で,昔 のウタ とい うの

は本 当に素朴 で,自 分が楽 しむ,自 分が楽 しめばいいか とい う,私 も今で もそうです け

れ ども,そ の時点 で歌遊 び とい うのが だんだん少 な くなって きま した。 だんだん,そ う

して歌遊 びのなかでは本 当に よほ ど上手 くない とうたえない とい うこ とで,歌 遊 びは少

な くなった次第 です。 そ うして,そ れか らだんだんだんだんい きますが,昭 和47年 に民

謡大会 とい うのが あ りま してです ね,そ れが民謡大会,コ ンクールの始 ま りだ と思い ま

す けれ ども,そ れか らだんだんだんだん広 い,大 きなコ ンクール とい う民謡大会が毎年

出ま した。 それで,こ れは奄美 のセ ン トラル楽器 さん と南海 日日新 聞社 の共催です けれ

ども,最 近 は南海 日日新 聞社 主催 でや ってお ります。で,そ こでこれに合格す るために,

全部 のウ タが変 になって きた。 これはコ ンクールが悪 い とい うん じゃないんです。 コ ン

クールが あったおかげで,奄 美 シマ ウタが どん どん どん どん増 えだ した,と い うこ とで,

いいの と反面 あ りますが,お かげでいろんな若者 の唄者が 出ま した。そ の唄者 たちの唄

とい うのは,延 々と引 っ張 る。 で,こ れが相 当変 わって きてお ります。 そ してなか には

若 い,少 年 たちがシマグチを知 らないでシマウタを うた う,シ マ ウタ,ウ タにある言葉

だけを習 ってシマウ タを うた う。 そ うなる と旋律 だけが ウタになって しまって,内 容 と

い うのは もう億劫 になって きている。 そこでシマグチの大事 さ とい うの を考 えます けれ

ども。

この辺 でです ね,武 下和平 さんのウタに移 った頃,そ してそ れまで に加計 呂麻 とか瀬

戸 内町で うたっていたウ タを,ち ょっ と実験 してみ ます。で,こ れ は大体私,シ マ ウタ

を始 めて二年 目,三 年 目にこち らの小川(学 夫)先 生 に引率 されてです ね,神 戸,北 部

関西 の民謡大会 に行 ったんです けれ ども,そ の ときに神戸 で,二 次 の宴会があ りま した。

そこで瀬戸 内町実久 出身の,あ の とき70歳 ぐらいのおばさん,私 が44,5,6の ときです

か,今100歳 に な ります 。これが しまで12,3歳 頃 にうたってい た 「朝花節」,ち ょっ と

聴いてください。

「稀稀汝 きゃ拝 でい,今 汝 きゃ拝 めばや,い つ 頃拝 むかや」 と,こ の古 いの をひ とつ,
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で,後 で新 しい現代ふ うの,歌 詞 は同 じで うたってみたい と思 います。

(古い 「朝花節」 の演奏)

これが です ね,そ の頃までの ヒギ ャ節 なんです。 で,そ こで昭和30年 頃か ら変 わ りだ

した ウタが こ うい ううたです。最初 の ウタは 「ハ レー」 とい う言葉が あ りませ ん。 「ヨ

ハ レ」 とち ょっ と言 っただけです。 で,今 度 のウ タは 「ハ レー」 としょっち ゅう言 って

います。 そ この変 わ り,旋 律 の違 い。時 間が あ ります と奄美,6種 類 ぐらい ウタが あ り

ます けれ どもそ こまです る と。(笑)

(現在 の 「朝花節」 の演奏)

はい,こ れだけ変 わ ります。 こ うなる と普通 の歌遊 び じゃ,う たいに くいです よ。そ

れで,歌 遊 びが な くなった。 そ していろんな,テ レビとかです ね,娯 楽が だんだん広 く

なって きて,放 っ とか されて きたってい うのが奄美 シマ ウタなんで,最 近 はコンクール

とかあ りまして どん どん どん どん盛 んにな りま した。若者が 出て,そ してメジャーに も

何名 か行 ってい ます。 そ うい うこ とで,で す けれ どもです ね,今 うたわれている長 った

らしいシマウ タが,本 当のウ タと思 われちゃ困るんです。 はい。そ こを訴 えたい んです

けれ ども。 で,こ うなる と,も ういつ かは本来 のシマウタが,な くなってい くん じゃな

いかな とそ うい う恐 れが 自分 のなかにあ ります。 そこで,こ れか らとい うこ とです ね,

これか らは私 たちは,ど うい うふ うに した らいいか とい うこ とで,私 はまず,子 ども,

3歳,4歳 の子 どもか ら小学校,中 学校,そ うい う子 どもたちに,シ マ ウタ とい う もの

を教 えるのが大事 と思 います。 そ うしてい くと,や っぱ り,い ろんな事情 を話 しなが ら

です ね,先 人 たちがつ くって くれたシマウタを,奄 美 のす ば らしい シマ ウタを,子 ども

たち,皆 さん全部でや りま しょうよ と,こ うい う誘 い をします と,学 校 とか幼稚 園の歌 っ

てい うのは,普 通 は大和 の歌 です よね。 それに,そ の うちシマ ウタが ポ ンと入 る と,す

ご く興 味 を持 って くれ ます。そ こで私 は シマ ウタのなか に2,3曲 うたいやす いの を選

び,そ してわ らべ うたを,昔 のわ らべ うたを うたわせ る とい う,そ うい うふ うにな りま

す と,最 初 の うちはなかなかご父兄 の方が納得 しなかったんです よ。子 どもたちは本当

にやろ うとい う気が あってです ね,だ んだんだんだん説得す るうちに,最 近 はご父兄の

方 も協力 している。 そ うい うことで今,ど ん どんはや ってお ります。そ こで言葉のです

けれ ども,ウ タのなかの言葉 ってい うのは本当 にシマグチだけですが,子 どもたちの シ

マグチ とい うのはなかなか,な かなか教 える と覚 えが速 いです。使 うの はち ょっ とおか

しいんです けれ ども,そ れを どん どん どん どんや っていけば,必 ず 島の 「しまうたの未

来」 も拓 けるん じゃないか と思 います。 そ してで きま したな らば,こ れか ら先です ね学

校教育 のなかで,今 の大学 で もそ うだ と思 います けれ ども,洋 楽の音楽 を音楽 だ と,ク

ラシ ック を音楽 だ と思 い込 ませ る教育 は今 まで あ りま したよね。で,こ れか らはですね,

そ うじゃな くして地域 の音楽 を徹底 的に教 える と,こ れが大事 だ と思い ます。そ こで学

校 の先生方 にぜ ひ,教 育 のなかで,島 の音楽 をち ょっ とで も取 り入 れて くだされ ば,将

来 は本 当に明る くなる と思 います。私,以 上です。 あ りが とうございま した。

梁川:ど うもあ りが とうございま した。限 られた時 間のなかで,重 要 な点 だけをポ ンと

取 り出 して見せ て くださった ような,大 変興味深 いお話 で した。

では,次 に川本栄昇 さんにお話 しいただ きたい と思 います。川本 さんは唄者 としての

活動 は もとより,シ マウ タを教 える教育活動 の方 に も携 わってい らっ しゃい ま して,大

学 な どで も教 えてお られ ます。 そ うしたお話 も含 めて,シ マ ウタ との出会いや現在の こ
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活動 な どについてお話 しいただけるのではない か と思 います。 それで は,よ ろ しくお願

いいた します。

川本:よ ろ しくお願 い します。先 ほ ど紹介 されま した徳之 島出身で ございますので,徳

之 島の方 の民謡 とい うかかわ りでお話 を したい と思 います。本 島の方 はただ今,坪 山さ

んの方 か らお話 があ りま したので,私 は徳之 島の方 を話 したい と思 います。

まず,シ マ ウタとの出会 い とい うことですけれ ども,徳 之島 にはですね,あ ま り民謡,

まあ,い っぱいあ ります け ども,多 くの子 ども時代 です か,あ ま りシマ ウタ とい うの は

興味 もなかった し,ま た聴 いたこ ともないんです。 ただ祖父がです ね,唄 者がお りま し

て,い ろんなお祝 いに呼 ばれま して,う たってお りま したけ ども,徳 之 島の場合 は奄美

のシマウ タと違 って沖縄 に近 い とい うこ ともあ りま して,ま ず最初 に うた うのは 「御 前

風」 とい うの を徳之 島は うたって,こ れが始 ま りで 「御前風」 をや って,そ れか ら 「意

見 口説」 とい う,こ うい うのを うたって後 は沖縄民謡 に入 る と,そ うい うウタ しか徳之

島の方 は,徳 之 島の方 で も特 に伊仙 町は,沖 縄 の方 に近 い とい うせ い もあ りま してです

ね,ほ とん どそ うい う沖縄系統 のウタが多 い と,し か しそのなか にまだ喜念 とい うとこ

ろには,ま たいろんな徳之 島民謡 を うた う方 々が た くさんい らっ しゃい ます。先 ほ ど八

月踊 りとい うの もあ りま したけれ ども喜念 にはまた有名 な七月踊 りとい う,踊 りもあ り

ます。 で,そ うい う関係 で,私 は小 さい ときはあま り民謡 に興味が な くて,た だ聴い て

いただけ と。

で,そ れでです ね,私 は昭和29年,復 帰す ぐです,大 阪 の方 に行 きま して,ま だ二十

歳 になってなかったです けれ ども,向 こ うで仕事 しなが らです ね,何 とな くですね,シ

マウ タとい うか レコー ド,先 ほ どお話が あ りま した ように武下和平 さんの レコー ドです

ね,ど こで買 ったのかち ょっ と覚 えてないんです けれ ども,買 って きま して,そ の当時

はです ね,わ れわれ奄美 の人 間 と韓 国のです ね,一 番嫌 いお ったんです。 われわれが シ

マウ タを うた うとい うこ とは絶対 で きなか ったです。その当時 は。そ れで レコー ドを買 っ

て きて,私 は晩,仕 事が終 わってか ら,布 団をかぶ ってです ね,そ こで武下 さんの ウタ

を聴 いた ことが ある。 それはただ聴 くだけで,自 分 で覚 えよ うとか,そ うい うの はその

当時 はなかったです。 それか らです ね,昭 和40年 ですか,仕 事 の都合 もあ りま して鹿児

島の方 に引 き揚 げて きて,鹿 児 島で生活 をす る ようにな りま した。 その時 に もです ね,

ち ょうど武下和平 さんの グループが,「 う ぐいす会」 とい うのがあ りま して,そ れ を聴

きましてです ね,そ れか らが僕 のシマ ウタの始 ま りですけれ ども,「 あいやー,こ れ は

いい」 と,な ん とか このシマウタを稽古 したい とい うこ とで,お 願 いを してその クラブ

に入 った んです。 それで5,6年 ですか ね一応 入 って稽古 を しま して,そ れか らもう自

分 でいろいろ勉強 を しなが らうた うようにな りま したけ ども,そ の ときが初 めての奄美

の民謡 とい うのを覚 えたのが40過 ぎてか らです。それか らいろいろ と勉強 もしま した し,

いろいろや ってる うちにです ね,何 年 ぐらい してか らです かね,こ こにい らっ しゃい ま

す けれ ども小川先生 とい う方 と出会 いま した。 それか ら坪 山さん とも出会い ま した。そ

れで,い ろんなイベ ン トとい うものに出 していただいて,そ の ときに付 き合 ってい る小

川先生 の方 か ら,ど うだ と,ひ とつ吹 き込 んで みないか とい うこ とです ね,そ の代 り条

件が あ りま した。徳之 島民謡 を必ず入 れて くれ と,い うこ とで したけれ ども,私 はその

当時 は徳之 島民謡 はひ とつ もうたえなかった。 それで研究 して くれ るんで あった ら,研

究 しようと思 い ました。 で,一 生懸命勉強 して,一 年 ぐらい してか らですか ね,小 川先
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生が,じ ゃあぼちぼちやってみま しょうか とい うこ とで,昭 和何年で したか ね,吹 き込

んで発売す る ようになったんです。 その ときに初 めて,私 が民謡 を稽古 して,テ ープで

出 して,や った とい うの も,こ れは小川先生,坪 山さんのおか げだった と思 ってお りま

す。 また小川先生 は,ま た奄美 の民謡 に対 しては大変貢献 され た方で,こ の人が世 に奄

美 のシマウ タを出 した方 だ といえる と思 うんです。 いろいろ と教 えてい ただ きま した。

それか らです ね,教 室 を持 ってお ります けれ ども,私 はあま り教室 とい うて も,そ こ

まで教 える力 はあ りませ んで した し,ど う しようか と思 ったか,ど こで聞 いたかですね,

次 か ら次,教 えて くれ とい うことで,あ ま り来 られる ものです か ら,こ れは何 とかせ ん

にゃいかんな と思 って,ま ず最初 に来 てや った子が非常 に熱心 な子で あって,そ れか ら

二人三人 と入 って,そ れで家が狭 い もんですか ら,他 の人 はい れな くてです ね,稽 古 を

して,家 で教 える ように して,や ってお りま したけ ども,次 か ら次 にお願い します とい

うこ とで,じ ゃあ公民館 で も借 りてや りま しょうとい うこ とで,今 現在 は公民館 を借 り

て教 えてお ります。今,小 さい子 で何歳で したかね,あ の子,5歳 ですか。姉妹3人,

この子 たちはです ね,島 の子 じゃないんです。鹿児 島の地 の子で,お 父 さんが警察官で

したかね。徳之 島の方 にお りま して,そ の ときに徳之 島の方で シマ ウタを稽古 を して,

それで鹿児 島にお父 さんが転勤 になって来 た とい うこ とで,子 どもたちは,も う大好 き

で,何 とか してほ しい とい う島か らの連絡が あ りま したので,今,一 生懸命教 えてる,

また非常 に上手 なんです。三味線 も弾 くしです ね,お 姉 さんが弾 き語 り,非 常 に上手い

子 どもになってお ります。 ただ残念 なのは,鹿 児 島にいる,島 出身 のお父 さんの子 ども

たちが一人 もいない とい うこ とです。鹿児 島,島 と違 ってはです ね,鹿 児 島で は一世,

二世,三 世 とお ります け ども,自 分が民謡 をあま り知 らない ものですか ら,子 どもにま

で教 え ようとか,教 えて もらいたい とかい う気持 ちが ない と思 うんです よね。ですか ら,

そ うい う子 どもが一人 もいない と。 それで今,教 室 で14,5名 しかお りませ んけれ ども,

島出身 といって も,純 島で生 まれた人 とい うのはそ ういませ ん。昔で両親が 島の出身で

ある とか,そ うい う人 なんかの子 どもさんです か,そ ういった人 とか,そ れか ら自分が

民謡が大好 きだか らひ とつ教 えて ください と,い うことで今,教 えてお ります けれ ども,

民謡 を教 え るとい うの は三味 線 を教 えて くれ とい う方 が よ くい らっ しゃい ます けれ ど

も,私 は三味線 は教 えませ ん と,シ マウタを教 えるか ら,シ マ ウタを教 えない と三味線

は弾 けない よとい うと。僕 は勝手 にそ うい うふ うな解釈 を している とい います。 ウタが

知 らないのに三味線 の どうして弾 けるか とい うこ とです ね。 まず,入 った らジャ ミをや

るこ とは,お 稽古 しなが ら三味線 を稽古 してい くと,い うふ うな教 え方,そ れ と先 ほ ど

坪 山 さんの方 か らお話が あ りま した ように,ウ タはいろいろそ のシマの集落 によって,

うたい方が違 い ます か ら,僕 は,各 自,自 分 の好 きな うたを教 えてお ります。 こっちで,

このウ タは,こ う,う たいな さい とかい う強制 は してお りませ ん。何で あろ うとも,自

分が このウ タが好 きだ とい うウ タをです ね,お 互 いに うたって欲 しい とい うこ とで,そ

れを一生懸命教 えてお ります。

あ と,教 室 の歌遊 びで も,島 の歌遊 びに匹敵す るん じゃない か と言 われるこ ともあ り

ますが,教 室 でウタをやっているのは,島 の歌遊 びには入 らない と思い ます け ど,ど う

です か。

坪 山:入 りませ ん。
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川本:そ うい うことで僕 も,お そ らくこれは,個 人個人 うたってい る,た だ,唄 者が集

まってる所,ウ タが好 きな人が集 まってす るのは歌遊 びで しょうけれ ども,教 室で教 え

るのは,歌 遊 び とい うこ とはいえない と思 います。

それか らです ね,楽 譜 を使 っているか どうか と訊 かれるこ ともあるのですが,楽 譜 と

いいます か,島 の友達 か ら取 り寄せ て,初 めての方 々にそ うい うふ うな もの は渡 してお

ります け ども,私 は全 くそ うい うのを見 てわか りませ ん し,ま た自分 も使 わない もんで

す か ら,わ れわれはただ,聴 いて,見 て,そ れで覚 えて,し た ものです か ら,譜 とい う

のはあん ま り,私 は薦 めた くないんです けれ ども,今 頃の了 どもはです ね,そ れ をまた

簡単 に,す ぐに覚 えるんです ね。 それは不思議 なんです。僕 は自分がで きない もんです

か ら。子 どもさんてい うのは速 いんだな とい う,そ うい う感 じてお ります。そ れで もう,

最近 は もう,一 応,弾 き込 み さえ覚 えればです ね,後 は教 えてい くのは簡単 なんです よ

ね。 ただ問題 は,先 ほ どか ら話が あ ります よ うに,シ マ の言葉 の発声 ね。発音が なか な

かで きない と。 で,今,奄 美 で も民謡大会,毎 年,違 ってお ります けれ ども,そ の人 た

ちは非常 に声が 出て,非 常 に うたい方 もいいです けれ ども,や っぱ り歌詞の発音 とい う

のは,な かなか出 しに くい と,出 てない と,い うのが実状 じゃないか と思い ます。です

か ら,今,島 で も,わ れわれの小 さい時 は,方 言 を使 った ら先生 に怒 られたです。で,

今 はです ね,そ の子 どもたちが,シ マの方言が で きないんです ね。 それで方言 を教 える

先生 もいる とい う話 を聞いてお ります。ですか ら,シ マ ウタをや っぱ り伝承 してい くと

い うことになれば,や は り,シ マ言,シ マ グチ をです ね,シ マ の言葉 をや っぱ り何 とか

覚 えていけば,シ マウタ も上手 になるだろ うし,ま たこ うい う,シ マ言葉,シ マユ ムタ

とい うものを教 えるにはや っぱ り,親 御 さんのです ね,や っぱ り教 えていか なけれ ば,

子 どもたちだけではで きない と思 いますが,そ うい う勉強 もして もらって,シ マ ウタ と

い うのを うたっていけば,続 けて,伝 承で きるん じゃないか と思 ってお ります。

それか ら生活 のなかにです ね,歌 遊 び,ど うのこ うの とい うこ ともあ ります けれ ども,

それは先 ほ ど言 いま した ように,自 分 で仕事 を しなが ら口ず さむ ときもあ ります し,女

性 の方 の唄者 なんかは機織 りを しなが らうた う,あ るいは炊事 を しなが らうたう とい う,

た くさんい らっ しゃる と思 います。 だか らそ うい う,シ マウタ とい うの は,仕 事 しなが

らそ う口ず さむ とい うの も,男 性 より女性 の方 は,そ れが ひ とつの ウタの楽 しみ じゃな

いか と思 います。 です か らやっぱ り,島 の人 は,島 出身の方 は,そ うい う機織 りしなが

ら,炊 事 を しなが らで もシマ グチ を,シ マ ウタをですね,ち ゃん と覚 えてい ただければ,

口ず さんでいただければ,癒 しに もなる と思い ます。

島か ら離 れてです ね,そ れが ウ タに どんな影響 を与 えているか と尋 ね られ るこ ともあ

りますが,も うこれは何 回 も言 い ます けれ ども,帰 って変 わった とい うと,わ れ われの

昔 の小 さい時の島の風景 とい うのが,全 くあ りませ んね。今 は。 もう全 く変 わってお り

ます。私が お りま した当時 は,そ れこそテ レビもない,ラ ジオ もない,車 もない,ガ ス

もないです ね。 で,道 路 も舗装 されているわけで もあ りませ ん し,砂 糖 を牛 に牽か して

港 まで持 ってい くとかい う,そ うい う時代 で したか ら,今,帰 ってみ ます とですね,も

う徳 之島の新民謡 に 「徳 之 島小 唄」 とあ ります。 「周 り二十 四里」 とい う歌詞 があ りま

す け ども,今,周 りは15里 ぐらいです。24里 あ りませ ん。道路がで きて,枝 橋がで きて,

もう一時 間 もあれば一周 で きます か ら。 それ ぐらい島は変 わってる と。 それ と,先 ほ ど

申 しました ように,島 の子 どもが方言がで きない と。 島へ帰 って小 さい子 どもたちが,

島の言葉 で話 してるのは,一 人 もお りません。 もう全 部,標 準語で話 してお ります ので,
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や っぱ りこうい う子 どもたちが,や っぱ りシマ は,シ マ の言葉 とい うの は忘 れず に,ウ

タもそ うです け ど も,た だ,シ マの言 葉,シ マ グチ とい うの を消 さないで,継 承 して

いって欲 しい と,私 はそ う思 いま した。以上です。

梁川:ど うもあ りが とうございま した。教育活動 のお話 を中心 に,多 方面の事柄 につい

て興味深 いお話 をいただ きま した。本 当にあ りが とうございま した。

次 に,泉 茂光 さん にお話 しいただ きたいんですけれ ども,実 は今 回のシンポジウムで,

私が どの唄者 の方 にい らしていただこ うか と考 えた ときに,最 も配慮 したのが年齢構成

だったんです。 たぶ んそれぞれの世代 でそれぞ れのシマ ウタ観が あるだろ うとい う思い

か ら,で きるだけ幅広 い年齢層 か らお呼 びで きれば と考 えてい ま した。 それで,泉 茂光

さんはそのなかでおそ らくもっ とも唄者 の数が少 ない40代 の代表 として来 ていただい て

お ります。 そ うい うわけで,坪 山 さんや川本 さん とはまた別の観点 か らお話 を伺 えるの

ではないか と期待 してお ります。 それでは,泉 さん,ま ず シマ ウタ との 出会 い と,そ れ

か らいま どんな活動 を してい らっ しゃるか とい うこ とにつ いて,お 話 しいただけないで

しょうか。

泉:み な さん,こ んにちは。泉 と申 します。喜界 島出身です けれ ども,島 を離れ て もう

約30年 です ね。年が ばれちゃいます けれ ども。 なか なか こう口べ たな もので,こ うい う

会 で しゃべ る とい うのは生 まれて初 めてです。 そんなわけで,ぼ くのシマ ウタに入 った

出会 い とい うのはです ね,ぼ くは喜界 島です けれ どもね,小 さい ときか らウタは耳 に し

ていま した。 うちのお袋 さんは加計 呂麻 の人で ございます。そ れで,ぼ くの姉 さんがい

まして,小 さい ときか らうたっていたわけです けれ どもね,ぼ くの方 は,さ っ きあの先

輩 も言 われ ましたけれ ども,シ マウタには全然興味 なか ったです。興味 な くて も,や っ

ぱ り耳 にす んな り入 って くるんです ね,ウ タってい うのはね。 それ を記憶 に呼 び出 しな

が ら,現 在 もや ってい るんです けれ ども。 まあ,ぼ くの方は,た また まこの前,ま あ4,

5年 くらい前 です かね,田 舎 でぼ くの親父 の法事が あ りま して,島 に帰 りま して,た ま

たま姉 さんが,ジ ャ ミをもって きていて,法 事 が終 わった後 にです ね,シ マ ウタをうたっ

たんです けれ ども,「 ああ,シ マ ウタ もいい な」 っとそ んな感 じを もち ま して。ぼ くは

いま鹿児 島にいます けれ ども,帰 って きて,ぼ くも45に な ります けれ ども,あ のや りだ

したのが45で す よ,現 在 もう40… … 来年が49で す ね。45か ら始め ま して,そ の きっか

け とい うのが,田 舎 に帰 って姉 さんがや るの を聴いたの と,えー,昔,小 さい なが らに,

お袋 さんやお姉 さんが うたっていたウタを聴 きなが ら育 って きて,こ う して45に なって,

「やっぱ り島はいいな」 「島に帰 った らいい よ」 「シマウタはい い よ」 と,い ままで全然

興 味が なか った人が,が らっ と変 わ っち ゃったんで すね。それ で,ぼ くは45の ときに

ち ょっ と転職 した ものです か ら,そ れか らち ょっ と悩みつつや っていた ところに,う ち

の女房 がです ね,仕 事 か ら帰 って きた と きに,「 ねえねえね えね え,こ れ見 て見 て」 っ

て言 うんで,「 何 かな」 と思 う と,こ れが 蛇味線です よ。それ こそ,質 流 れ品で,質 屋

にいって,あ ちこち回った質流 れ品の蛇味。 ぼ くいま もってい ます けれ ども,沖 縄蛇味

で した。 それ を皮 を張 り替 えて,奄 美 の皮 を張 り替 えて,そ れ もね,う ちの女房のおか

げだ と思 っています。 それか ら,こ うシマ ウ タに入 ってい くわけです けれ ども,と い う

の も,ぼ くはいま鹿児 島に住 んでいるわけです けれ ども,民 謡 を習 っている ところがあ

りま して,武 下流 の同好会 に入 っています。 それが 月三 回です ね,新 屋敷の方の 自治会
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館 とい うところがあ ります けれ ども,そ こに入 りま して,ま あ現在 も入 ってお ります け

れ ども,な かなか初 めは とっつ きに くくて,三 味線 の方 は何 とかス ムーズ にい くんです

けれ ども,な かなかウタ とい うのが うま く入 れな くて,悩 みつつ も現在 までや って きた

とい うこ となんです。 えー,ぼ くのお姉 さん とい うのが,み なさんよ くご存 じだ と思 う

んです け ど,あ,若 い方 は ご存 じないか もしれないです ね,あ の奄美大 島でです ね,NHK

の 「ふ る さと歌祭 り」 ってい うのが あったんです ね。 ぼ くが小学5年 生 頃か な,姉 さん

が 中学生 の頃で したか ら。 その頃に奄美大 島で司会 をや ってい た宮 田輝 さんがい らして

です ね,そ こで喜界 島代表 で 「行 きゅんにゃ加那」 を うたったのが,ぼ くは強烈 に印象

に残 っていて,す ご くイ ンパ ク トが あったんです けれ どね。そ れか ら姉 さんは東京 に上

るんです けれ ども,な かなか東京 で民謡 をや る きっかけが なか った ところに,た またま

武下和平 の東京 同好会 とい うのが あ りま したので,そ こで民謡,三 味線 を本格的 にや り

出 して,も う20何 年 かやっています けれ ども,そ うい う縁 とい った らお か しいです けれ

ども,そ うい う感 じで,ま あや っています。 うちのお袋 も島で は唄者で してね,結 婚式

や ら,そ んな祝 い事 に呼 ばれてい きます けれ ども。 いま82で 四 国にいます けれ どもね。

えー,そ ういったわけでございます。 それ とです ね,お 姉 さんの方 は,こ の前,東 京の

渋谷公会堂 で奄美復帰50周 年記念 のコ ンサ ー トが あ りま して,た ぶ ん坪 山先生 も行かれ

た と思 い ます けれ ども,そ のなかで喜界 島代表 として民謡 を うたって もお ります。 えー,

それか らです ね,武 下流の同好会の メンバ ーの ことを言い ます けれ ども,み な さん,入 っ

て くるこ とは入 って くるんです ね。 ウタってい うのは,興 味の ある人 は来 るんです けれ

ど,そ れで もあま り長続 きしないんです ね。 まあ,そ れはね,み んなプロになるわけで

はないです か らね,プ ロって,ま あそ うい う言 い方悪 いです けれ ども。楽 しみ なが らシ

マウ タを うたってい こうや と,そ うい う感 じで シマ ウ タもや って もらえればね,一 曲一

曲シマウ タを習 っていけばいい と思 います。 あの,ぼ くも挫折 あ ります よ。 シマ グチ わ

か らない ものです か らね。挫折 を しなが らもシマウタをいま現在や っている ところで ご

ざいます。 えー,ま あ難 しいです よね,シ マウタ。 まあ,大 先輩 はね,も うね,す ご く

エ ネルギ ッシュであ ります けれ ども,ぼ くはまだ45か ら始 めて4年 くらいです けれ ども,

まだそんなに うたえる曲はございませ ん。 で も,ひ とつ ひ とつ シマ ウタに関 しては一生

懸命勉強 してい きたいな と,こ れか らもです ね,勉 強 してい きたい な と思 ってい ます。

梁川:は い。 あ と先 ほ ど,坪 山 さん と川本 さん とい う大御所か ら,シ マ グチ の重要性 と

い うのを再 三指摘 されてお ります けれ ども,そ の辺 をあま りつつか れる と,泉 さんの世

代 とい うのは,け っ こうつ らい ものが あるので はないか と思 うのですが,い かがで しょ

うか。

泉:えー,そ うです ね,シ マグチです ね。 それはあの,さ っ き川本先生 も言 われ たよ う

に,ぼ くの時代 もですね,学 校で は方言 を使 わない ように とそ うい う時代で した。で も,

普通友達 と遊ぶ ときとかは,方 言 を しゃべ ってお りま した。で も,な か なか 島の民謡 と

なる とです ね,ま あ,喜 界 島は別 です けれ ども。で も喜界 島の集落で も,ひ とつ離れ た

集落 になる と,も う全然言葉づ かいが違い ます。 たぶ ん奄美本 島 もそ うで しょう。 ぼ く

は ヒギ ャ節 を うたってお りますが,喜 界 島の ヒギ ャ節 ってあ ります よね。 ぼ くも聴い た

ことないんです けれ ども。 あるんです。や っぱ りね,そ れ も掘 り起 こ しなが ら,い まか

らそのシマグチをひ とつ くらい勉強 しなが らい きたい と思 っているんです けれ ども。分
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か らない ときはぼ くのお袋 に訊 くんです けれ どもね。お袋 も古仁屋系の訛り が 出て きま

す けれ ども,そ こがニ ュア ンス違 うんです ね,喜 界 島 とまたね。そ こが またバ ランスが

どうもとれな くて,ウ タ もまあ聴 いて もらえば分 か ります けれ どもね,喜 界 島の発音で

うたってお ります。別 にそれはそれでぼ くはいい と思 ってです ね。 えー,茂 光 は茂光の

うたい方 でい い とぼ くは思 ってい るんです けれ ど も。 えー,ど うで し ょう,み な さま

(拍手)。 あ りが とうござい ます。 はいはい。だか らこう,あ の方言 とい うの は,ぼ く

もた また ま喜界 島のそ うい う催 し物 に呼 ばれ てい くときにです ね,先 輩 か らよ く,「 お

い茂 光,お まえ もうシマ グチ使 わん と」 と言 われ るんです よ。 「シマ グチつかい ば,ウ

タもあのいいたっかなる よ」 と言 われるんです けれ どもね,ぼ くの家内 も鹿児 島ですか

ら,な かなかシマグチを使 う機会が ない ものですか ら。 はい,友 達 と電話 して も鹿児 島

弁 で しゃべ る とかね,い まはそ うい う状態 です。

梁川:あ と,泉 さんは,い まは島ではな くて,鹿 児 島在住 とい うこ となんです けれ ども,

鹿児 島の人 のシマウ タに対す る反応 はいかがで しょうか。 それか ら,鹿 児 島で シマ ウタ

をやるの と島でやるの とは違 いが ある と思 われます か。違 うところが ある とすれ ば,ど

うい う点が違 うと思 われます か。

泉:は い。 い まぼ くは鹿児 島で島のウタを うたって活動 してい るわけです けれ ども,と

いって も,別 に大 それた活動 は していないんです よ。 あのー,鹿 児 島のお客 さんの反応

はいいです よ。 ぼ くもあのシマウ タだけで は鹿児 島の方 々に,あ の受 ける人 は受 けます

が,受 けない人 にはまった く受 けませ ん。 そのなか で,や っぱ り鹿児 島の民謡 と言 えば

「おは ら節」。 「おは ら節」 を交 えなが ら,シ マ ウ タをや りなが ら,そ うい う感 じで,集

ま りとか,イ ベ ン ト会場 とか,シ マウ タや りなが ら,「 おは ら節」 は必ず や ります。 と

い うのは,鹿 児 島の人 間 もお ります か らね。 そのなかで,お 互 いにや った方がいい場面

もあ りますの で,シ マ ウタは また最 後 に六調 とかあ ります けれ ど も,ま あ,鹿 児 島の

「おは ら節」 を交 えなが らい くんです けれ ど。一 曲で もね,知 っている唄が あ りま した

ら,み な さん乗 って くれるんです。 まあ,活 動 とい うのはこんな もので,ま あ,島 ので

す ね,奄 美の 島に帰れ ば,な か なか こう,や っぱ りつっつかれ ますね。「お前 のウタなっ

てない」 とか ね(笑)。 それは,い い んです よ。 まだ まだい まか ら,別 に先生 にな るわ

けで もない し,楽 しんでや っているわけですか ら。 「お前 の ウタおか しい」 と大い に言

われて結構 です。 それで私 も壁 にぶつ か りなが らや っています けれ ども,そ れはそれで

また別 な風 に気持 ちを切 り替 えてや ってい ます けれ ど。打 たれ て も打 たれて も強い泉で

ございます ので,ぜ ひ よろ しくお願 い します。(拍 手)

梁川:最 後 に,こ のシ ンポジウムのタイ トルは 「しま うたの未来」です けれ ど,泉 さん

は始 め られたの も最近 で,年 齢 的に もこれか らあ と何十年 もうたっていかれ る と思 うの

です けれ ども,シ マウタに対 して,ど んな展望 を もってい らっ しゃるで しょうか?

泉:えー,「 しまうたの未 来」 とい うこ とですが,ぼ くはですね,い まか らまた,ず っ

とうたってい くわけです けれ ど,ぼ くの頃はまだ島で民謡教室 とか はなか った時代です。

若 い子が民謡 をうた うなんて,い まで言 う 「ダサ い」ですか,そ うい う感 じが あって,

たまたまぼ くの姉 さんは学生 の頃か らシマ ウタをや っていま したけ ど,喜 界 島は親子 ラ

ジオが あ ります よね。各家庭 にこん な時計 みたいのがね。ス ピーカーが付 いていま して,
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そこか らシマウ タが流 れて くるんです ね。 それでウタを聴 きなが ら,ぼ くの姉 さんは,

勉強 しなが ら,そ れ こそ歌遊 びではないんです けれ ども,口 ず さんで ウタを覚 えてい ま

した。 で,未 来 とい うこ となんです けれ ども,若 い子 もこれか らばんばんばんばん出て

くるで しょう。喜界 島 もけ っこ う盛 んで,(川 畑)さ お りちゃんの安 田民謡教 室です と

か,い っぱいおチ ビちゃんが います。 そ うい う子が ぼんぼんぼんぼん出て きま しょう。

まあ,そ れ はそれ でいい んです。若 い子 はね,出 て きて も らって,人 前 で うたって も

らって,そ れは勉強 だ と思 っています。 それか らまたいまの若 い子が,い ろんなジャ ン

ルにチ ャレンジ しています けれ ども,そ れ も大 いにいいで しょう。 それ はや っぱ り若い

うちです。 それにいっぱい うたって全 国的 に も奄美民謡 を,シ マ ウタを流行 らせ たわけ

です けれ ども,や っぱ り最後 は年取 ってか ら,生 の方 の奄美の シマ ウタを うたって もら

いたい とぼ くは思 って います。それで,み んな,ぼ くもさお りも年取 って,「 やあ,さ

お り,歌 遊 びで もす ん ど」 とそんな雰 囲気 でや りたいな,と ぼ くは常 日頃お もってい ま

す。 それには まず,や っぱ り勉強 しな きゃ,み な さんの前で一 曲で も多 く聞 いて もらえ

た らな と,ぼ くは思 っています。 とてつ もない話 にな りま したけれ どもね,鹿 児島 にこ

の泉 とい う人 間が おる とい うこ とで,み なさん どうぞ顔見知 りを よろ しくお願い します。

どうも,あ りが とうございま した。

梁川:ど うもあ りが とうございま した。最後 に,川 畑 さお りさんです。川畑 さんは,い

ま唄者 を輩 出 している世代 である20代 の代表 として来 ていただ きま した。お仲 間にはメ

ジ ャーデ ビューをされている方 もい らっ しゃるのですが,ま ず シマ ウタ との 出会い,そ

れか らい ま現在 どんな活動 を されているのか,と い うこ とか らお 聞 きしたい と思い ます。

川畑:み な さん,こ んにちは。 ただいまご紹介 していただ きま した喜界 島出身の川畑 さ

お りです。 それではまず初 めに,シ マウタ との出会 いをお話 ししたい と思い ます。そ う

です ね,喜 界 島 とい うと毎年 チ ャリテ ィーシ ョーが行 われてい るんですが,そ のチ ャ リ

テ ィーシ ョーのなかで,私 が通 うことになる安 田民謡教室 のシマ ウタの演奏 の発表会が

あったんです ね。 その発表 を見 た ときが,私 が習お うと思 った瞬 間なのですが,そ れが

ち ょうど小学校3年 生 くらいで した。母 と二人 で見 に行 ったんですが,私 が小 さい頃 は

です ね,こ ういった生活 の場 で,歌 の掛 け合い とい うのは特 にされ てい な くてです ね,

喜界 島では。 シマウ タに触 れる機会 もあま りなかったので,安 田民謡教室の シマ ウタ と

い うのが とて も新鮮 に聞 こえて,そ れで教室 に入 るこ とになるのですが,そ の触れ るこ

とのないシマウ タで,よ くいまで も聞 く話 なんですが,私 の祖父が 島一番の唄者で三味

線弾 きだった とい うこ とをい まで も聞いています。で あの,三 味線 を持 って各家 々に回っ

て祝 い,ま たあの遊 びな どを行 っていた と聞い ていますが,私 が小 さい 頃に亡 くなって

しまっていま したので,祖 父 のシマウタ とい うのは直接私 は記憶 にはないのですが,家

族 か らはいま祖父が生 きていた らす ご く喜 んだだろ うね,と い う話 は よく聞 かされ てい

ます。 こ うして親族 に も他 にウタをやる人が いなかったに もか かわ らず,周 りの方 々か

らも応援 をいただいて,こ うしてシマウタの活動 を始 めるこ とになったわけです。で,

私 たちの島には八 月踊 りな どもあったのですが,シ マウタの掛 け合 い とい うのは特 にな

かったので,私 は安 田民謡教室 のウ タにす ご く魅力 を感 じま した。私 はそれ まで,入 る

まで も歌 には とて も興味 を もってお りま して,そ の安 田民謡教室の生徒 さんが発表 して

いる ときも,ま わ りのお年寄 りが涙 を流 して,そ のシマ ウタ とい うもの を聴 いてい るん
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です ね。私 あの小学校3年 生 で小 さいなが らに,ど うしてシマ ウタを聴 きなが らまわ り

のお年寄 りが涙 を流 しているのか,ま たこの世界 にはこんなに も人 の心 を揺 さぶ る,感

動 を与 え られる歌 とい うのが あるのだ とい うこ とに,す ご く感激 しま して安 田民謡教室

にシマウ タを,そ して三味線 を習 いに通 い始め ま した。 で,よ く子供の 頃か らシマ ウタ

をやっている と申 します と,両 親 に薦 め られたのですか,と 質問 を受 けるのですが,私

の場合 はシマウ タ自体 に魅力 を感 じて,自 分か ら習 いに行 った とそ のつ どお答 え してい

るのですが,た だ習 い始 めた ときにはまわ りの子 供 たち,ま あ同級生や年代 の近い方 々

なのですが,古 い歌,昔 の歌 をうた ってい ると,と て も珍 しが られていま した。「ス テー

ジに立 つ よ」 と話 をす る と 「えっ,三 味線 で出るの?」 とびっ くりされ たこ ともあ るん

です。 で も私 は歌が大好 きで,た だこ うして楽 しんで うたっていたのですが,た だ周 り

の子 はたいてい新 しい歌が好 きで,シ マウタはあま り興味が なか ったのか な と思 ってい

ます。 い まは教室生 もだんだん増 えて きま して,島 の人 たち もた くさん応援 して くださ

るんです よね。 なので,い ま私 たちの頃の子供 よ りも,す ご くシマ ウタを うたいやすい

環境 にいるのではないか と思 います。 そんな風 に して,島 にい る ときか らチ ャリティー

活動,そ して老人 ホームの慰 問,夏 祭 りな どい ろいろ うたわせ てい ただいているのです

が,ま たあの奄美 の方 で毎年5月 に行 われてい ます奄美民謡大賞です ね,に もあの小 学

校5年 生 の頃か ら毎年 うたわせ ていただいてお ります。 で,高 校 を卒業 しま して,鹿 児

島に進学 とい うこ とで出て きたわけですが,鹿 児 島に来 てです ね,島 を離れ てみ て,ま

たた くさんの方 々に出会 えて,い っそ う活動 の場が増 えた と感 じてお ります。で,奄 美

関係 のイベ ン トな どが多 いんですが,ま たあの福 岡,熊 本,東 京,大 阪 な どた くさんの

方 々か ら呼 んでいただいて本 当に嬉 しく思 ってお ります。 これ まで13年 間シマ ウタを う

たって きて,と くに印象 に残 っている とい うのがです ね,高 校3年 生の ときに,鹿 児 島

県青少年海外ふ れあい事業 とい うのが あ りま して,こ の ときに中国に行 きま した。で,

三線 を もってい った ら どこかで シマ ウタを うた えるので はないか と思 って,い ちお う

持 って行 ったんです。 そ した らです ね,中 国の田舎 の方 に行 った ときに,そ の田舎 って

い うのは,鶏 とか豚 とかそのへ んに歩 いているんです ね。で,川 で洗濯 を した り食器 を

洗 った りとい う村 だったんですが,そ こです ごい面 白い村 だな と思 いま してね,私 は三

味線 を広 げたんです ね。 ち ょうど広場 みたいな ところが あったので,そ こで,う たい始

めた ら,ま わ りの方 々が 「なんだ,な んだ,な にご とだ」 ってみ なさん集 まってこ られ

て,で,楽 しい曲を します と,ぜ んぜ んウタの意味 も知 らない し言葉 も通 じないの に,

踊 り出 して くだ さって,と て も盛 り上が って,た くさんの方 とお知 り合い になれたので,

や は り音楽 とい うのは国境 を越 えて伝 わる ものだ とその ときに実感 しま した。また,も っ

ともっ とシマウ タを好 きになって,た くさんの方 々か ら教 えていただ きたい と思 うよ う

に もな りま した。

梁川:あ の,川 畑 さんは教室 でシマウタを習 った,こ こにい らっ しゃる唄者 の方の なか

では唯一 の世代 だ と思 うんです けれ ども,そ の安 田民謡教室 につい て少 し詳 しく教 えて

いただけ ます か?

川畑:は い,私 が習 い始 めた ときにはです ね,古 い歌 というか昔の歌 とい う印象が強 く

て,子 供 たち もあま りいな くて,多 くて10人 か ら15人 という感 じで した。い まで は もう

30人 を越 してた くさんいるのですが,も う卒業生 も100人 を越 える とい う話 も聞い てお り
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ます。 あ と,大 人 の方 も何 人かその当時 は習 っていま して,い ま もた くさんの方 々が習

いにい らしてお ります。ふ だんは練習時 間は7日寺半 か ら9時 まで。で,そ の後が大人の

時 間です。週 に2回 ですが,大 会前 にな ります と,も う毎 日の よ うに教室 に通 って練習

してお りました。練習方法 とい うのが,楽 譜 とい うのが 出てお りますが,私 は本当 にそ

の楽譜 を見 て もな に も分 か らないです。安 田民謡教室 の練習 とい うのが,先 生 の前 に

座 って,見 て聴 いて,そ の うたい方 と同 じよ うにす る ように して習 ってい くんですが,

また 自分 よ り年下 になる小 さい子供 たちが入 って きた場合 は,そ の子 たちに一対一で向

き合 って こう教 える,見 て聴 いて教 える とい う形 を とってお ります。で,全 体練習 にな

る と,輪 になってみんなで合唱 をす る とい う形 を とります。で,ま ず先生が始め るの は

「チュー リップ」,あ の 「咲 いた,咲 いたチュー リップの花が」 というあ の童謡ですが,

それか ら練習 を始 め るこ とにな るんです ね。 そ して 「朝花 節」 「行 きゅん にゃ加那」 と

行 くんですが,あ の教室 ではです ね,皆 さんが知 っているよ うな一般的 な曲を教 えてお

りま して,30か ら40曲 ぐらいある と思 うのですが,そ うした曲を練習 してお りま した。

あの,歌 詞 の意味,由 来 な どは先生が ざー っ と説明す るのですが,ま た自分 たちで図書

館 に行 って本 を見 て調べ た り,お 年寄 りの方 に訊 いて,こ うい った内容 なんだ とい う風

に,自 分 たちで調べ る とい う形 を とってい ます。生徒 の大半 は女の子 なんですが,男 の

子 も少 しお りまして,や っぱ り変声期 の時期 にな ります と,ウ タを止め て しまって,三

味線一本 になる とい う例が多 くて,あ のち ょっ と残念 だな とい うの はあるのですが,い

まはあの同世代 の方 で も男 の方が うたっているの も見 て,や っぱ り励み にな ります し,
一緒 に頑張 ろ うとい う気 にな ります。 それか ら,民 謡教室 の同世代で牧 岡奈美 さんがい

るんですが,私 たちが習 い始 めた頃は,私 と奈美 さん と二人で,敬 老会 とか に招待 され

て島中を回って うたっていたわけですが,安 田先生 はいまで もその 頃の テープを持 って

小 さな録音機 で聴 いてお りま して,と て も懐か しそ うに 「あなたたちに もこんな小 さい

頃が あったんだ よね」 と思 い出話 を,私 が 島に帰 る として ください ます。

梁川:川 畑 さんはいま幼稚 園の先生 をな さっているわけですが,幼 稚 園で もシマ ウタを

教 えてい らっ しゃるそ うですが,教 え了 の皆 さんの反応 は どうです か?

川畑:そ うです ね。最初 にシマウ タを教 えよ うと思 った ときには,う ま くい くか どうか

心配 で した。 とくに,奄 美 の子供 たちにシマウタを教 えるのには抵抗が ない のです けれ

ど,本 土 の子供 たちに教 えるのには,正 直言 って自分 で も大丈夫か とは じめは抵抗が あっ

たんですが,実 際にや ってみた ら,思 っていた より子供 たちの反応が よかったので,教

えてみ ようと思 ったんです。子供 たちは とくに坪 山先生 の 「ワイ ド節」が好 きみ たいで,

うた うと一緒 に踊 りだ した りす るんです ね。 それで去年一通 り教 えて,夏 祭 りで発表会

を させ た ら,保 護 者の方の反応 もとて もよ くて,嬉 しか ったので,今 年 も教 えてい ます。

そのほかに も,シ マウタを教 えて ください とい うような要望 はあちこちか らいただ きま

す。保護者 の方 の中に も教 えてほ しい とい う方が い らっ しゃい ます し,他 に もイベ ン ト

で出会 った方 な どか らもそ うした要望が あるのですが,い まは忙 しいので幼稚 園以外で

は教 えていませ ん。

梁川:き ょうのシ ンポジウムは 「しま うたの未来」 とい うタイ トルなのですが,川 畑 さ

んは年齢 的に言 って も,ま さに未来 につ いて語 るにふ さわ しい方で はないか と思い ます
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が,こ れか らどんなふ うにシマウ タと関わってい きたい と思 われますか。

川畑:私 は最近,あ りが たい ことに新民謡 のCDを 出させ て もらい ま して,そ の関係で

よく新民謡 を うたって くれ と頼 まれるこ とが あ り,大 変嬉 しく調子 に乗 ってうたってい

ますが … … 。私 の中には,昔 なが らのシマウタを きちん とうたってい きたい とい う思

う気持 ちの方が どち らか とい うと強 いです ね。 いま ヒッ ト中の ポ ップス ア レンジで うた

われている方 もい らして,ま た違 った味 を出 していて よい と思 います。私 もピアノの伴

奏 で うたった り,他 の楽器 ともセ ッシ ョンす るこ とはたまにあ ります。時代 の流れ的 に

そ うや って幅 を広 げなが ら伝 えてい く方法 もある と思 います。で も,や っぱ り私 は純 な

シマウ タに惹 かれる ものが あ ります ので,そ れ らを大切 に しなが らこれか らもうたって

いこ うと最近改 めて思 います。 です か ら,こ れか らもっ ともっ と先輩唄者の方 々にい ろ

いろ と教 えていただいて勉強 してい きたい と思 っています。そ れか ら,と にか く島が大

好 きなので,で きれば早 く島に戻 りたい。 そ して,島 の子供 たちにシマ ウタを通 じて歴

史 を伝 えていければ と思 っています。

梁川:皆 さん,本 当に貴重 なお話 を聞かせ ていただ き,ど うもあ りが とうござい ま した。

あの,も うかな り時 間が予定 よりオーバ ー してお りますが,せ っか くの機会ですので,

会場 の皆 さん方 の質問をで きるだけた くさん受 けたい と思 ってお ります。 どうぞ,ど ん

どん質 問 していただければ幸 いです。

小川学夫:えー,小 川 でございます。 えー,先 ほ ど民謡 を世 に出 した と言 われたのです

が,こ れは誤解 のない ように。 これは時代が求 めていたひ とつ の流 れで して,一 個人が

どうこうとい うこ とではあ りませ んが,た またま私 は,セ ン トラル楽器で レコー ドづ く

りに携 わるこ とが で きたの と,そ れか らあの,新 聞社,南 海 日日にいた ものですか ら,

それで,い ろんな催 し物,い まの民謡大賞,そ の前 の新人大会 とか ち ょうどその発足 に

当たるこ とがで きた とい うこ となのですが,考 えてみれば,さ っ き坪 山さんが,シ マ ウ

タが悪 くなった とい う部分 にある意味 でだいぶ荷担 して きたん じゃない か と,反 省が最

近 は非常 に強 くなってです ね,あ の,あ る意味 ではです ね,そ うい った意味で は,坪 山

さん 自身が ウ タをだいぶ変 えて きた(笑)(拍 手)と い うことはです ね,こ れ,い い悪

いの問題 じゃな くて,皆 さん方 の ようにです ね,こ の非常 に音楽的 に才能の ある人 たち

が うたった らです ね,こ れ変 わ らないわけが ないわけです ね。 その まま真似 だけで済 む

とい うわけではな くて,言 葉 もウ タも変 わるのが 当た り前 だ と,私 はそ の大原則 は もっ

てい ますが,ま,質 問になるんですが,や っぱ りあのウタの要素,魅 力 とい うの はや っ

ぱ り音楽 的な もの と言葉 の魅力が ある と思 うんです ね。言葉 とい うの も,ま あひ とつ ひ

とつの発音 とい うよりも,そ の中味 で,と くにシマ ウ タの場合 は,掛 け歌で相手 にプロ

ポーズ した り,振 った り,承 諾 した り,ま た皮 肉を言 った りとい う面 白さが ほ とん どだっ

た と思 うんです ね,か つ ては。 それが だんだんいまは音楽 だけの もので,ま あ,元 ち と

せ を頂点 として,音 楽の魅 力だけ を追求 して きた とい うこと,な か ったのか。ですか ら,

言葉 のや りとりの面 白さです よね。 これ,ち ょっ と前 まで,私 もよそ者です けれ ども,

けっ こう歌詞 でか らか われ た りですね,ち ょっ とした歌 遊 びで,「 ああ,こ うい うこ と

でい ま自分 はか らかわれているんだな,こ の言葉で」 とかです ね,そ うい うこ とが あっ

たんですが,で す か ら,ち ょっ と言葉 のや りとりの魅力 というのが忘 れ られて きたん じゃ
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ないかな とい う件 で,と くに坪 山 さんに,お 訊 ね したいんですが。

坪 山:は い,小 川先生,私 はあの,小 川先生 の影響 でウタを してい ます(笑)(拍 手)。

あの,と 申 します のは,う ちの身内に小川先生 と一緒 の男がい ま して,そ こで,私 をシ

マ ウタに引 っ張 り出 したのは,そ の男 が ウラで こう上手 い具合 に して小 川先生 とこ う

や って きてです ね,そ れを知 らず に,えー,第 一 回の民謡大会 に出たんです けれ ども,

その ときにす ご く私 は言葉,方 言 には自信が あったんです。で,シ マ グチ,シ マ ウタ と

い うのはシマグチでなければいけない。 ところが,い まシマ グチが下手 になってい る。

これは もう皆 さんご承知 とは思 い ます けれ ども,えー,本 来で した ら,昔 の古い言葉,

た とえば八 月 ウタの中に も,こ う私 たちの知 らない語彙が あるんです よ。い ま私幾つか

を調べ ています けれ ども。 おっ しゃる通 り,シ マグチで うたわない と,シ マ ウタは味が

ない。 これはそ うであろ うと思 います。 ところが,い ま若者 にぜ ひシマ グチで シマ ウタ

を しな さい と言 ったってです ね,こ れは無理 なんです。 そこで,私 は若者が シマ ウタに

とっつ きに くかったの もまず言葉 だろ うと思 うんです よ。言葉 とメロディー もそ うです

けれ ども。 そ こで,私 はで きるだけ若者 に好か れるん じゃないか な と思 うウタを,実 際

に5,6曲,7,8曲 作 ったのです けれ ども,先 ほどの 「ワイ ド節」,川畑 さんがお っ しゃっ

た 「ワイ ド節」 です ね。 そ うい うことで,で きるだけシマグチで唄 わなけれ ばシマ ウタ

の味が ない。 これは もう原則 です。 はい。 そこで,こ れを英語で うた う方 もい らっ しゃ

います,そ れか らヤマ トグチ,標 準語 で うた う人 もいます。 ところが,ま った く味 はあ

りませ ん。 とい うのは,や っぱ り,島 の習慣 とい うか,島 の生活 とい うのはシマ グチで

なければ,あ の,こ う説得が で きない とい うこ とです ね。ですか ら,こ れか ら何年で き

るか分 か りませ んけれ ども,で きるだけシマグチで うたって,若 者 たちにつ ないで行 こ

うと思 い ます。 よろ しいです か,こ れで。

小川:い や,ち ょっ と,言 葉 のや りとりで,ウ タの面 白さ,魅 力 を伝 える というこ とで

すが,今 日,実 は さっ きち らっ と聞いたのですが,坪 山さん名瀬で歌掛 けの何かが ある

とい う……。

坪 山:は い,は い,今 日6時 か らあ ります(笑)。 で,ど う して も間 に合 い ませ んでで

す ね。飛 んでい くわけに も参 りませ ん し。歌掛 け,こ れは最 も大事。小川先生 は昔か ら

この大事 さを問われてい らっ しゃいます。私 も,こ の歌掛 けが シマ ウタの原点 だ とい う

ことを よく言 っています けれ ども,歌 掛 け,歌 遊 びのなかでの歌掛 け,歌 遊 び とはち ょっ

と違 います けれ ども,歌 掛 け とい うのは,た とえば自分 の好 きな人 に,普 通 の会話で は

どうして も話す こ とが で きませ んか ら,そ うなる とメロデ ィー,つ ま りシマ ウタに乗せ

て,相 手 をこう好 きだった ら 「好 きだ,お 前が好 きだか ら何 日頃一緒 になろう」 とか,

いろんな普段話せ ないこ とが ウタでで きる,こ こが歌掛 けの面 白さで はない かな と思い

ます。 それ と自分 の苦 しい生活 を訴 えて,じ ゃあ助 け ようか とか,そ うい うの もで きる,

自由にで きる,こ のへ んの面 白さ,と 思 います。小川先生,よ ろ しいで しょうか。(笑)

小川:そ れを…… 。

坪 山:は い,や っていこ うと思 い ます(笑)。 はい(拍 手)。 もうひ とつ,小 川先生 につ
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いて,面 白い ことが あ ります。 よろ しいで しょうか。

小川:な んです か。

坪 山:私 もあの一緒 に歩 いて きた道 ですか ら。 あの,小 川先生 とい う方 は,人 を褒め る

人 じゃない(笑)。 どんなに よ くうたって も,私 が よ くうたって も,も のす ご く褒め る

人 じゃない。 ここで,小 川先生が 「まあ,い いん じゃない」 とお っ しゃれば上 出来 なん

です(笑)。 はい。 で,私,「 ワイ ド節」 をつ くった ときに,えー,中 村民郎 とい う,療

養所 の レン トゲ ンの先生が詞 を書 いて くれて,「 坪 山,お まえこれつ くれ」 と。で,私,

あの闘牛 とい うのはお金 を もらって も見 ようとは思 っていなか った時代 の話 なんです。

そこで,徳 之 島に小川先生 も一緒 に行 った ときに,闘 牛 を見 て,闘 牛の雰囲気 を,そ の

まま,私,楽 譜 も書 けない し,読 めないんですが,頭 の中にイメージを もってい って,

あ くる朝5分 間でつ くったのが 「ワイ ド節」 なんです。 それを録音 して,ま ず小川先生

に聴 いて もらうんです。そ うい うことでです ね,こ れが ヒヤ ヒヤ しなが ら,「 先生,こ

うい う歌 をつ く りま した。 ち ょっ と聴 いてみ て くだ さい」 と言 った ところが,「 まあ,

いいだ ろう」 と(笑)。 で も 「人 は うた えませ ん よ。人が うたえ る歌 じゃない。あ んた

が うた う歌 だ。人が うたお う として も難 しくて うた えない」 と。 「これで,い いん じゃ

ない,坪 山 さん」 とこ うお っ しやった もので。 で,自 信がつ きま して,そ れか らどん ど

ん どん どんやって,い まはおかげ さまでい まは全 国でカラオケで もうたっています よ。

はい,私 の ところにその度 に印税 が2円 きます(笑)。 はい,と い うこ とで,シ マ グチ

の大事 さを説 きなが ら,こ れか らもいろんなこ とを してい きたい と思い ます。 よろ しく

お願 い します。 どうも。(拍 手)

梁川:小 川先生,よ ろ しいで しょうか(笑)。 せ っか くの機 会ですか ら,ど ん どん質問

していただ きたいのです けれ ども。

岡坂健 太郎(共 同通信社):岡 坂 と申 します。え一 と,こ の いただい た青 い紙 にも書い

てあるんですが,シ マウ タをベ ース としつつ も,た とえばロ ック風で あった り,ジ ャズ

風 であった りってい うようにア レンジ して曲を演奏 して,さ らにはメジャーデビューを

夢見 て,ポ ップの世界 に向か うとい うよ うな,そ うい う動 きとか,や り方 につい て どう

い うふ うにお考 えになるか,で きれば坪 山さん と川畑 さんにお伺い したいんです けれ ど

も。

坪 山:は い。 えー,奄 美 のシマウ タを,シ マウタ とい うよりほ とん どポ ップス とい って

もいい と思 い ますが,あ の歌 の中にシマグチはあ りませ んよね。 はい。 それで,で きれ

ばシマグチで うたって くだされば,と 思 います ね。 そ して,こ れをシマ ウタだ と決め ら

れた ら大 変で,シ マ ウタは シマ ウ タで,ポ ップス はポ ップスで,そ う してそ うい うメ

ジ ャーになった若者 たちが,シ マウタを うたってご らん と言 われた ときに,「 よっ しゃ」

と言 って元 に返 って うたえる ような,そ うい う人 になってほ しい と思い ます。 はい。 よ

くこ う,息 継 ぎとか,い ろんなのが だいぶ違い ます んで,そ れが もとで シマ ウタが元 に

返 れない とか,返 りに くい とか,そ うい うのが あ ります んで,そ の若者 たちに 「シマ ウ

タを」 と言 えば 「よっ しゃ」 と言 ってす ぐうたえる,そ うい う人 になって,そ して,い
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うんな歌 をやって欲 しい と思 います。

川畑:あ りが とうございます。 いま全 国的 にです ね,元 ち とせ さんをは じめ として,シ

マウ タか ら巣立 った歌 とい うのが評価 されているんですが,私 も同世代,若 い世代 とし

て,や っぱ りこうシマウ タとい うのを,全 国の皆 さんに魅力 を伝 えてい きたい と思 って

いる一人 なので,そ ういった先輩方 のシマ ウ タをベ ース に した歌 とい うのが,日 本 中に

広が って,皆 さんに 「はー,こ うい う歌 もあるんだなー 」 とい うふ うに聴い てい ただけ

る とい うのが,す ご く嬉 しく思 ってお ります。 また,こ うした ヒ ッ トのなかか ら,「 シ

マウ タとい うのは どういった ものだろ うか」 とい うふ うに他の県の方 々 も疑問 を持 たれ

る と思 うんです ね,そ うい うところか らまたシマウタ,奄 美の方 にこ う入 ってい って く

だ されば,と い う気持 ちでいっぱいです。 あ りが とうございま した。

聴衆1:ど なたで もいいんです けれ ど,教 えてほ しいんです けれ ども,カ サ ン唄 とい う

のは 「笠利 の唄」 と理解 して よろ しいんで しょうかね。それ とあの,ヒ ギ ャ唄 の この

「ヒギ ャ」とい う意味が標準語で直す とどうい う意味 なのかを教 えて欲 しい とい うこ と。

それ ともうひ とつ,武 下和平 さん とい う方 は瀬戸 内の どこ集落 の出身か,私 全然知 らな

いので,教 えて欲 しい とい うこと。 それ ともうひ とつお願 いは,年 に一度 くらい は,鹿

児 島市 で もこの有名 な唄者が コンサ ー トを2,3時 間 くらい,生 の演奏 を聞かせ てほ しい

な とい うこと。名瀬 とか東京方面 では,有 名 な唄者 たちが集 まってコ ンサ ー トを開い た

とい うニュースなんか聞 くと,う らやま しくてたま らない ものですか ら,ぜ ひそ うい う

のを鹿児 島市 で も年 に一 回 くらいはやって欲 しいな とい う,こ れは希望です。以上です。

坪 山:あ りが とうござい ます。 えー,カ サ ン節 とい うのは,あ のい まです ね,カ サ ン節

の基本 とい うのは,南 政五郎先生 のウタで ある と。 これカサ ン節で は本 当はあ りませ ん

よ,昔 の ウタは違 います。 で も,そ うい うふ うに定着 してお ります。そ して上村藤枝 さ

ん。 です か ら,名 瀬地 区を中心 として,北 の方 をカサ ンとお考 えになれ ば よろ しいか と

思 い ます。 はい。そ して ヒギ ャ節 は,「 ヒギ ャ」 とい うのは字 を書 けば,こ れは当て字

か もしれ ませ んけれ ども,「 東」 と書 きます。 はい。 「東」 とい うの は,こ のへ んは小 川

先生が最 も詳 しいん じゃないか と思 いますが。

小川:詳 し くはないですが,「 東」 は坪 山 さんの宇検が西 の方だ とす れば,ヒ ギ ャとい

うのは確 かに東 です。 です けれ ども,い まは もう,一 般 的には南の方 になっちゃったん

です ね。例 の武下 さん とい う人 のウタに して も,も う南 の方の ウタです けれ ども,本 来

の言葉 としては,西 に対 して東 です よね。 です か ら西 は坪 山さんの宇検村 とか あの辺で

す よね。 じゃないで しょうかね。

坪 山:は い。 いまカサ ンに ヒギ ャと大 きく分 ければ2つ なんです。 そこでです ね,も っ

と小 さく分 け られます。 えー,カ サ ン節 を縦割 りに して西 と東 に分 ける。東 の方が上村

藤枝節,だ いたい。西 の方が政五郎節,南 政五郎節。 そ して ヒギャ節 にな ります と,ヒ

ギ ャに も西節 とい うのが あ ります。焼 内節。実 は私 なんかの集落です けれ ども,あ ま り

有名 でない節 なんです けれ ど。 そ して,西 節が勝 島徳郎 さん とい う方が うたう,あ の人

が,瀬 戸 内町に久慈 か ら西 の方,加 計 呂麻 もそ うです,西 の方,西 節。 それか ら東の方
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を ヒギ ャといいます けれ ども,い まは もう西 も東 も一緒 になって ヒギャ とい うふ うに。

それが西古見 とい う集落が あ ります よ,西 古見。 これは私 の小 さい 頃の,3つ4つ の頃

のあれです けれ ども,そ れを西古見。名瀬市 の市 内にある小湊 をヒギャ とい う。い まで

も使 ってお ります。 はい,大 人 たちはです ね。 です か ら,小 湊か ら住用 のあた りを東 と

お考 えになれば と思 います。 そ して,も うひとつ,武 下 さんの生 まれ故郷です けれ ども,

加計 呂麻 の瀬戸 内町の諸数 とい う,ち ょっ と東側 にな ります けれ ども,小 さな集落があ

ります。い ま家が15,6軒 くらいあ ります けれ ども。向 こうで生 まれた方です。 はい。

あの辺 は歌袋 といわれる地域 なので,よ く唄者が出てお ります。そ して,最 後 の質問 は,

唄者 たちは名瀬 で とい うこ とです か,こ れは… … 。

聴衆1:い や,名 瀬 とか東京 では コンサ ー トが あった と聞 くんですが,鹿 児 島市で も年

に一 回 くらいは,生 の唄者 の,上 手 な方 のウタを聴 きたいな と思 って。

坪 山:は あ,は あ。 はい。鹿児 島市 は どの辺 にお住 まいですか。

聴衆1:田 上 です。

坪 山:田 上 です か。 あの,年 にです ね,一 回二 回は主催者がい てや ってお ります。新聞

に もよく出ます ので,こ れは新 聞をご らん ください。お願 い します。 はい。 よろ しいで

す か。 あ りが とうございます。

梁川:す みませ ん。時 間が あ りませ んので,あ とお一人 とい うこ とでお願い します。

聴衆2:えー,時 間が もうさ し迫 っている とい うこ とです ので,簡 単 に言い ます。実 は

私 は喜界 島出身です。 きょうは泉茂光 くん,そ れか ら川畑 さお りさん,若 い唄者が 出て,

本 当に嬉 しいです。 ここが 「しま うたの未来」 ではないかな,と 本 当にそ う思い ます。

もうひ とつ です けれ ども,時 代が変 わればシマ ウ タもや っぱ り変 わって行 くだろうな と

私 は思 い ます。 いろんな条件が あ ります。 シマ ウタを取 り巻 く環境 の変化が あ りますか

ら,こ れ はや むを得 ない だろうな と思い ますが,最 後 に 「しまうたの未来」 とい うのは,

た とえばです ね,私 は徳之 島節 を聴 くと鳥肌が立つ のです。時代が見 えて くるんですね。

です か ら,シ マウ タとい うのは遊 びの要素 もあ りますが,こ うい うよ うな島の祖先の歩

んで きた もの を,そ のまま聞かせ て くれる場面 もあ ります。ですか ら,そ ういうこ とを

考 え ます と,時 代 とともにシマウ タが変 わった として も,そ の原点 とい うか,先 ほ ど小

川先生が言葉 とかおっ しゃいま したけれ ども,そ のウ タの内容 は しっか りと,や っぱ り

受 け継 いでいかない と,本 来 の ものが失 われてい くの じゃないか な,と 思い ます。です

か ら,ま とめ ます と,シ マウ タが何 だ とい うこ とをひ とつ にま とめ る必要 はない だろ う

と思 います。 です か ら,時 代 の流 れ とともに変 わるシマ ウタ もあるで しょうし,そ れか

らまあ原点 といいま しょうか,坪 山先生が ほん とうのシマウタ とお っ しゃい ま したが,

あの 「朝花 節」です ね,初 めてで した,あ の本 当の 「朝花節」。 ああい う もの も消 さな

い ように していけば,「 しまうたの未来」 もあ るので はないか,と こうい うふ うに思い

ます。以上 です。(拍 手)
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梁川:坪 山 さん,何 かコメ ン トをお願 い します。

坪 山:あ りが とうございます。 やっぱ り,古 いウ タが あって未来が ある,こ れは当然で

すが,古 いウ タとい まうたわれているウタ との違 い とい うのはた くさんあ ります。他の

ウ タで もた くさん。 そこで,た とえば 「朝花節」で は,私 は よく小川先生 に も,あ の,

お訊 ねす るんです けれ ど,な かなか教 えて くれないこ とです けれ ども,あ の 「朝花節」

の打 ち出 しに 「ハ レー」 と 「ヨハ レ」 と,そ して 「ヨハ レ」 と1回 い う歌 と,「 ハ レー」

と4回 い う歌 とが あ ります ね,同 じ歌 です。 この辺 を どうしてあんなふ うになったんだ

ろ うか と思 うときに,や っぱ りこ うステージに よって変 わって しまった と,私 は思い ま

す。 いかが です か,先 生。

小川:や は り言葉 とい うものは変 わる もので,や っぱ りその場で変 わるんで。や っぱ り

「ハ レー」 とい うのは,私 がお年寄 りか ら聞いたのは,昔 掛 け歌で 「ハ レー」 と言い な

が ら次 の歌詞 を考 えた,と い う こと ら しいです。で,そ の 「ハ レー」が 「ヨハ レ」 に

なった り,長 かった り短 かった りは,そ れは もう個人 の,個 人 とい うか地域 とかの もの

です し。

坪 山:あ りが とうござい ます。 た とえば,ヒ ギャ節 のなかで 「ヨハ レ」 と言 うの と,武

下 さんが 「ハ レー」 と三 回 も四回 も言 うことを考 えます と,昔 の人 は即興が上手か った,

と考 え られるんです ね。

小川:も う,即 興が命 だった とい うこ と。

坪 山:い まだ った ら 「ハ レー」 を何 回 も言 わ ない といけ ませ ん(笑)。 いや,あ の面 白

く話せ ばそ うい うこ とになる。 です か ら歌遊 びのなかで即興で歌遊 びをす る ときには,

で きるだけ 「ハ レー」 とい うのを使 って下 さい。

梁川:ど うも,活 発 な質疑応答 あ りが とうございま した。時 間です ので,質 問 は もうこ

の くらいに して,最 後 に中原 ゆか り先生 にこのシ ンポジウム全体 につい てコメ ン トをい

ただ きたい と思 います。 よろ しくお願 い します。
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コ メ ン ト

中原:失 礼 なが ら,短 くコメ ン トをさせ ていただ きます。今 日は活発 なご意見,質 疑応

答,そ れか らいろんな方 の生 の声 を きかせ ていただ き,大 変 あ りが とうございま した。

簡単 にま とめ させ ていただ きます と,最 初 に私が シマウタの全体的 な変化 を報告 させ て

いただ きま して,そ れか ら西元 さんの方か ら,大 笠利 の八 月踊 りの伝承状況,地 域 ぐる

みで若 い子 を育 てている状況,そ れか ら郷友会 と地元 との交流 のお話 をい ただ きま した。

それか ら,梁 川先生 か らブル ターニュの民謡 のお話 をいただ きま して,ま あ,政 治事情

が違 うとい うこともあって,政 府 の保護や経済 的な援助が あった りです とか,録 音資料

を体系 的に集 めている とい う興味深 い話が あ りま した。 ブルターニュはケル ト音楽 とい

うこ とで,外 か ら非常 に注 目 されている地域です。私 の知 る限 りで は,沖 縄 ポ ップスが

好 きな若者 たちのなかには,ケ ル ト ・フ ァンが多 いのです けれ ども,会 場の なか に もケ

ル ト・フ ァンがい らっ しゃるこ と と思 い ます。奄 美 の唄 も,朝 崎(郁 恵)さ んの歌 が

ワール ドミュージ ックの ヒッ トチ ャー トで一位 だった というこ ともあ りま して,外 か ら

ワール ドミュージ ック としてみ られるこ と,ま た舞台化 の話 とい うのは世界的 に共通す

る とい うお話 をいただ きま した。

ラ ウン ドテーブルの方で は,坪 山 さんの方か ら,実 演 と共 に,「 シマ グチ を大切 に し

てほ しい」 「歌遊 びを残 して ほ しい」 「いろん なウタを残 してほ しい」 「い ま子供 た ちに

教 えているが,学 校教育 に ももっ と取 り入 れてほ しい」 とい うお話が あ りま した。

また川本 さんの方 か ら,徳 之 島の出身で,徳 之 島節 の民謡 を歌 ってい らっ しゃったの

ですが,大 阪 に行 かれて武下節 も覚 え られた とのこ とで した。 その後鹿児 島にい らして,

小川先生 とか坪 山さん と出会 われて,い ろんな方 との出会 いの なかで,い ろいろウタを

習 ってい らっ しゃる,そ して鹿児 島の公民館で シマ ウタを教 えてい らっ しゃいます。 こ

れか らも島出身の子供 たちや鹿児 島の子供 たちに もシマ ウタを うたって欲 しい とい う熱

いお話が あ りました。

それか ら40代 の唄 い手 で,喜 界島出 身の泉 さんか ら,「 最近習 い始め て一生 懸命 や り

たい」 とい う非常 に面 白い話が あ りま した。 こち らは,45歳 になって急 にシマ ウタが な

んだか好 きになって きた。 とって もシマウタを大事 に したい と思 われている とい うこ と

で,い まは武下流 の同好会 で,グ ループのなか で三味線 を習い,シ マ グチ は使 えない と

い うことなのですが,使 える人 はまだた くさんいる,と 。 グループの ところに行 った ら,

なるべ くシマグチが使 える ようにな りたい,と い う非常 に興味深いお話で した。

若手 で人気 の川畑 さんか ら,子 供 の時か ら安 田民謡教室で習 って きた。で,自 然 な歌

遊 びで覚 えた とい う世代 ではないのです けれ ども,民 謡教室で習 うこ とに よって,島 の

宝 である とい うこ と,民 謡が非常 に重要 だ と,皆 さんが感激す る とい うこ とで,シ マ ウ

タを知 りた くなった とい うことで す。シマ ウ タか ら新民謡 に至 る まで活躍 してい らっ

しゃって,コ ンクールに も出てい らっ しゃる。 で,面 白いこ とに,同 じ鹿児 島県の民謡

とい うこ とで,勤 務先 の幼稚 園で教 えてい らっ しゃって,子 供 さんたちに非常 に楽 しく

習 って もらっている とい うお話 を聞 きま した。 また川畑 さんは,歌 遊 びで覚 えた世代 で

はないんですが,教 室 で習 うこ と,コ ンクールに出るこ と,幼 稚 園で教 えるこ ととか を

通 じて,そ れか ら中国の方 に も行 かれた話 か らは,シ マ ウタの グローバ ルな面が窺 えま

した。つ ま り言葉 では分 か らない通 じない とい うこ ともあ ります けれ ども,あ る程度の

ところで音楽が あれば交流 で きる とい うこ とを体験 してい らっ しゃいます。奄美 にはシ
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マウ タが ある とい うことをす ご く誇 りに思 っていい,と そ うい うお話 だった と思い ます。

その後 もいろいろ質疑応答 として,皆 さんの意見 を幾つ も聞かせ てい ただ きま した。

と くに 「シマウ タをひ とつ でま とめる必要 はない。 いろんな ものを残 してい くべ きだ」

とい う御発言 は,今 の時代 になって皆 さんが思 ってい らっ しゃるこ とだ と思 います。私

もそれに大変共感 いた しま した。 そこで,今 日のテーマ は 「しま うたの未来」 とい うこ

とです ので,私 の方 か らひ とこと感想 を述べ させ ていただ きます と,ま ず ブルターニュ

の例 に もあ りました ように,体 系 的に音 を集 める とい うこ とを考 えて もいい かな,と 思

います。 もちろん,今 のシマウタの伝承が ある程度満足 のい くよ うにい っている とい う

ことで非常 にいいこ となのですが,過 去 の ものを残 してお くとい うこ とも,研 究の立場

か らは重要 か と思 います。 ブルターニュの方で,体 系的 に集め られ た例 を参考 に し,そ

れか ら私 の知 る限 りでは,最 近 ブラジルで録音収集 に力 を入れ てお りま して,古 いSP

レコー ドか ら写真 か らCD-ROMで 発売 されていて,全 部パ ソコ ンで見 た り聴 いた りで き

る ようになっています。 シマウタの場合 は幸 いいろんな方が録音 なさってい る とい うこ

とで,資 料 もた くさんある と思 い ます。歌掛 けの時代か らポ ップス の時代 まで来 た とい

うこ とで,そ ろそろ録音資料 を体系 的に集 める必要が あるので はないか,と いう感想 を

もちま した。 また,普 及活動 とい うと教室 ばか りか と思 ってお りま したが,大 笠利で地

域 ぐるみで若 い人を育 て ようとい う例が ある とい うご報告 をい ただ きま した。そ うい っ

た現状報告が,シ マウタの場合 にはまだで きていない という ところが あ ります。 た とえ

ば,大 阪,東 京,鹿 児 島の郷友会 の状況 な ど,ま ず は今何 を してい るのか というこ とを

もうち ょっ と調べ るこ とが必要 か と思 います。先 ほ ど鹿児 島で どこに行 けば奄美の民謡

が聴 けるのか とい う質 問が フロアか らでま した。鹿児 島で も奄美の民謡 を聴 くこ とので

きる催 しものはあるのですが,あ って もなかなか知 るこ とがで きない とい うこ となので

しょう。 いろんなそ うい う現在 の状況 とい うのを調べ てです ね,シ マ ウタ ・ハ ン ドブ ッ

クの ような もの,つ ま り奄美 の方,あ るい は奄美 フ ァンの方が それ を見 た らサ ッと奄美

のシマウ タを聴 きに行 ける ような ものを,奄 美 の方,あ るいは奄美 に関係 した方,研 究

者が協力 して作 った ら便利 だろ うと思 います。 よりいっそうの調査 と公 開,録 音資料の

体系 的な蓄積 と公 開が これか らの課題 で しょう。

また,担 い手 の方 々か らの今 日のお話 には,子 供 たちに教 え,教 室で教 え,幼 稚 園や

学校 で教 える ことの重要性 をご指摘 いただ きま した。 あるいは泉 さんのお話 にあ りま し

た ように,教 室 にいかな くて も,同 じよ うな人 たちが集 まったグループのなかで,彼 の

場合 は武下流 とい うところで習 うことがで きます。 そ してグループ とい うこ とで ウタを

通 じて親 し くなる。 で,親 しくなって,何 で もだんだん言 えるよ うになって,シ マ グチ

も少 し覚 える。 またウタ も覚 える。 で,そ うい うグループが あれば,と きどき島に も行

くこ とにな ります。 そ うい う教室や グループで ウ タをつ うじて仲の いい友達 をつ くって

い くとい うことが,と くに郷友会 な どでは とて も重要 なん じゃない か と思い ま した。で,

ち ょっ と違 う例 です けれ ど,私 が最近調査 しているハ ワイの 日系人 は,日 本語 は もう話

さず英語 のみの世代 になっています。 そのなか でわず かに 日本語 を話す人 というの は,

大学 で 日本語 を習 った人 のほかに,だ いたい盆踊 りや 日本 の歌謡 曲を教室や グループで

習 っている人 なんです ね。最初 は 日本語 をローマ字 で読 む ぐらいの ところまでや って,

グループに通 いなが ら年配 の二世 の方等 と日本語 と英語 とチ ャンポンで話す ようになっ

てい く。 そ うす る うちに50歳 位 になった ら,そ のグループにい たか ら日本語が片言 なが

ら少 しで きる ようになった とい う方 にた くさんお会 い します。 この よ うに好 きでや って



唄者が語るシマウタの過去・現在 ・未来 47

いる ことが あってグループのなかで言葉 を覚 えてい くというこ とは可能です し,シ マ ウ

タに関 していえばシマグチを話せ る人はまだ山の ようにい らっ しゃるで しょう。可能性

としてです ね,教 室,そ れか らグループ,地 域 ぐるみの活動 な どもどん どん考 えてい っ

て よい と思 い ます。

また最近 のポ ップスにつ いて も,い ろんな意見が あ りますが,ま あ,こ れか らどうな

るか とい うのが また楽 しみな ところだろ うと思 います。私 の住 んで いる愛媛で は,奄 美

出身者 もいませ ん し,私 が十年前 に大学 に赴任 した ときは奄美 とい って もほ とん ど誰 も

知 らない ような状況 で した。奄美 のシマウタ とい うのを授業でや りま した ら,奄 美が ど

こにあるか ようや く分 か り,数 名が興味 を もつ とい う状況 で した。そ れが あの,こ の4,5

年 の問に随分 と状況が変 わ りま した。私が奄美 のシマ ウタにつ いて授業でふれ る と,も っ

と知 りたい とい う学生が でて きま した。 それだけで はな く,一 人か二人 は「行 きゅんにゃ

加那」 な どを うたえるのです ね。 とい うのは元 ち とせ のフ ァンとしてCDを 買 って,そ

のま まセ ン トラルの方 にアクセス して彼女 のシマウタのCDも 買 う。そ して,聴 い てい

る うちに数 曲覚 える とい うわけです。つ ま り18,9の 大学生がJポ ップの延長 にシマ ウタ

を うた うとい う,な んか非常 に不思議 な状況が 出て きま して,奄 美 と縁 の薄 い場所 だけ

に面 白 く思 ってお ります。 また愛媛 では,朝 崎 さんの歌が ヒ ッ トした とい うこ とで,ワ ー

ル ドミュージ ックが好 きな20代 の人 たちが ときどき集 まって朝崎 さんのCDを 聞 き,そ

れでシマウ タを習 ってい ます。彼 らは ときどき奄美 に も行 っています。 これか ら本当 に

世界 中にあるワール ドミュージ ックのひ とつ として,シ マウタが役割 を もって くる とい

う時代が くるのか,あ るいはまた今 だけのブームで終 わるのか,ち ょっ と分か らない ん

ですが,新 しい傾 向 として見 てい きたい と思い ます。 また坪 山さんのお話 に もあ りま し

た ように,歌 掛 けをこれか ら復 活 させ る,保 存す る とい う動 きも奄美で はあるよ うです。

また言葉 の楽 しみ とい うこ と,シ マグチ とい うものが重要 だ と思 ってい らっ しゃる方 も

た くさんい らっ しゃるこ とと思 います。

今後 のシマ ウタを どうしてい くか とい う問題 は,歌 い手や研究者,イ ベ ン トの企画者

等,い ろんな立場 でシマウ タに関わっている人 たちが話 し合 う場所が必要 だ と思い ます。

と りあえず今 日は とって もよい機会 になった と思 うので,ま た皆 さんの意見 をです ね,

きょうまだ話 し切 れない方が た くさんい らっ しゃる と思 います ので,き ょう終 わった ら

懇親会 に行 っていただ きま してです ね,「新穂花」の方 でた くさんお話 しい ただ きま して,

Eメ ールア ドレス とかの交換 をいた しま してです ね,ぜ ひこれか ら情報交換 の場が増 え

ればいいな と思 っています。私 か らのコメ ン トはここまでにさせ ていただ きます。で,

今 日はせ っか く東京 か ら末 岡 さんが い らっ しゃってお りま して,東 京の郷友会の状況 を

調べ てい らっ しゃい ます ので,ち ょっ とお話 しいただ きたい と思い ます。そ れか ら最後

に,先 ほ ど歌掛 けの話 を してい らっ しゃい ま したが,小 川先生か らもひ とこ とコメ ン ト

をお願 い したい と思 います。

末 岡三穂 子(民 俗文化研 究所):末 岡 と申 します。 よろ し くお願 い します。い ま,郷 友

会 の話 とい うことだったんです けれ ども,実 は昨年 の4月 まで に東京の シマ ウタ教室 に

つ いて調べ させ て もらいま した。私が把握 したのは7つ 。 もっ とい っぱいあるか もしれ

ませ んが,一 応7つ の教室 を回 りま して,い まシマ ウ タが東京で どの ように伝承 され て

いるか とい うことを調べ てみま した。 そ うします と,や っぱ り教室 に よってす ご く特徴

が あ りま して,本 当に奄美 の出身者 の方 だけが稽古 している教室 もあれ ば,開 かれ た教
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室 と言 い ましょうか,い ま,イ ンターネ ッ トの普及 に よりま して,い まイ ンターネ ッ ト

で検索 して,奄 美 と全然 関係 のない方 たちが シマウタ教室 に入 る とい う状況が 出て きま

した。 で,結 論 か ら言 います と,2002年 に元 ち とせ さんが メジャーデビューされ て以降

です ね,そ うい う興味 を もった人が増 えて,イ ンターネ ッ トで検索 して,と くに若い人

たちが習 いたい とい う状況が多 くあ りま した。2002年 以前 にな ります と,奄 美 の関係者,

奄美 の出身者,あ るいは二世三世以外 はほ とん ど習 っていない,皆 無 に近い状態 だった

んです けれ ど,2002年 以 降にな ります と,顕 著 に奄美以外 の出身の方が習い始め た とい

うこ とが よ く分 か りま した。 それで,い まシマ ウ タの伝承 につ いて,歌 掛 け とい う高度

なテクニ ックに よる伝承 の話が あったんです けれ ども,や は り東京 は奄美か ら随分遠い

な とい う印象 で,そ うい う高度 なテクニ ックの伝承 は難 しい。 ただ,メ ロデ ィー とか,

そ うい うあの,奄 美 の音楽 を聴 いて感動 した人 たちが,奄 美の メロデ ィーを弾い た りう

たった りして,ま あ真似事 でや っ とシマグチで うた う,本 当に発音 もままな らない形で

うた う。 そ うい う状況 でや っている教室が多 いです。 それで,い ままで は郷友会 とか,

そ うい う奄美 の出身者 の人 たちが集 まってや る教室が多 かったんです けれ ども,い まそ

うい うメデ ィアの発達 でいろんな人 たちが入 れる とい う,奄 美 のシマ ウタに触れ る機会

が増 えて きた とい うことが,い まの東京 の特徴 だ と思 います。 それで,あ と鹿児 島で は

そ うではないんです けれ ども,や っぱ り東京で は,先 ほ ど話 に出ま したア レンジの シマ

ウタのライヴ とい うのがす ご く多 く開かれているんです ね。そ れを聴い て感動 してい る

人 たちが多 いんです けれ ども,私 は聴 いていてこれでいいのか な とい う懸念が あって,

これが シマ ウタだ と思 って もらっては困 るかな とい う心 配 を東 京で してい る ところで

す。や っぱ り,東 京 におけるシマウ タの感覚 と,鹿 児 島で受 ける感覚 とい うのは,や は

りち ょっ とかけ離 れているな とい う印象 を もちま した。

中原:ど うも興味深 いお話 あ りが とうございま して。で は,小 川先生 に最後 にひ と言お

願 い します。

小川:い まの歌掛 けが高度 だ とい うこ との意味 なんです けれ ども,い まの感覚で は高度

なんです けれ ども,結 局,日 常 的な言葉 にメロデ ィーをつ けて,メ ロディー とい うよ り

も言葉が主 で,そ こにメロデ ィーをつ けて うた うとい うのが基本で,い まは どち らか と

い うと歌詞 があって,そ の歌詞 を どう感情移入 して うたおうか と,そ れで節 に工夫 を し

て,あ る意味 ではいまの方が高度 か もしれない んです よね。 ま,と い うよ うなこ とは別

として,短 く締 めます。最初 に中原 さんが,奄 美 の人 たちは全部 自分の好み とか なにか

はっ き り個 々人が もっている とい うこ となんです けれ ども,実 はこれウタの好み とかそ

れだけ じゃな くて,奄 美 の人 は本 当にシマ ウタに関す る意見がみ んな違 います。そ うい

う伝承 の仕方。 です か ら,き ょうも,シ マ ウ タ好 きな方 とい うのは,み んな持論 を,理

屈 を聞 きに来 て,み んな十分楽 しんだん じゃないか と思 いますが,ま たこ ういう機会 を

作 っていただいて,み んなでわいわい議論 した らいかが で しょうか,と い うこ とで終 わ

りたい と思 い ます。 どうもあ りが とうございま した。(拍 手)

中原:ど うもあ りが とうございま した。

あや

(シ ンポジウムではこの後,唄 者 に よる小 コ ンサ ー トが行 われ た。 曲目は坪 山氏が 「綾
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はぶ ら　　　　 みき ょう　　 くし

蝶」,川 本 氏が 「三京 の後」,泉 氏が 「糸繰 り節」,川 畑氏 が 「む ちゃ加那 節」 で,最 後

に全員 で 「六調」が演奏 された。)


